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M-Vデ ー タ管理(そ の5)

※ 楽

宇 津宮 孝 一 ・石 綴 いつ 卦

前 号 で は 、 ア クセ ス マ ク ロ 命 金 の 内 、READ,WR王TE,CHECK,FEOV,XTENDAの 方 法 に

つ い て述 べ ま した が 、 本 号 で は 、NOTE,POINT,FIND,BLDL,STOW,GDRTY,CLOSEM

マ ク ロ 命 令 の 方 法 に つ い て 説 明 し 、 前 号 と 本 号 に 掲 載 の プ ロ グ ラ ム を使 用 して 作 成 した 、顯 編 成,

分 割 型順 編 成 フ ァ イ ル の トラ ッ ク の 使 用 状 況 を 知 る プ ロ グラ ム の 例 に 触 れ ま す 。

20NoT蕊/PoINT/FINo/BLDし,/STOW/GoRTY/CLOSEMの 一 般 的 手 法

こ ・で の 手 法 は 、 前 号 と 同様 、 拡 大FCBに より ます.

20.11NOTE

① 呼 び 出 し形 式

LXI,!FCBaddressFCBの 番地を指定する

SXJ,7NOTE

→returnlerrorX2=6noteerror

Aレ ジスタ:=read/writeFECBの 内容
→re搬 撒2正 常Rレ ジスタ聯丁τRZ

② 機 能

NOTEマクロ 命 令 を 発信 し て 、大 記 憶 の 現 在 ア クセ ス位 齪 のTTRZを 知 る。

正 常 終 了 の 場 合 は 、Rレ ジ ス タにTTRZを セ ッ ト してreturn2へ 、 異 常 終 了

の 場 合 は 、X2・=6,Aレ ジ にFECBの 内 容 を セ ッ ト してre撫m1へ 復 帰 す る,,

③ プロ グラム

図20.1NOTEプ ログラム例
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20.2POINT

① 呼 び 出 し形 式

LXI,1FCBaddressFCBの 番地を指定する

LRTTRZpointす べきTTRZを セットする

SXJ,7POINT

→retusnlerrorX2=r7

Aレ ジスタ=read/wviteFECBの 内容
→return2正 常

② 機 能

PO工NTマ ク ロ 命 令 を 発 信 し て 、 大 記 憶 の ア ク セ ス位 置 を変 更 す る。Rレ ジ ス

タ にR)intす べ きTTRZを セ ッ トす る。 正 常 終 了 の 場 合 はretum2へ 、 異常

終 了 の 場 合 は 、X2瓢7,Aレ ジ ス タ にFECBの 内容 を セ ッ トし てreturn1へ

復 帰 す る,,

③ プ ロ グ ラ ム

図20.2POINTプログラム 例

2o.3FIND

① 呼 び 出 し 形 式

LXI,玉FCBa(idressFCBの 番地 を指 定す る

LXI,6membernameaddressメ ンバ 名の入 って いる領域 の翻 也

(偶 数)

SXJ,7F王 鐸D

→returnlfind/read/writeerrorx2=8,Aレ ジスタread/writeのFEcBの 内容

X2=9,Aレ ジス タpointの 完 了情 報
→re詫ljr嚢2磨 誓穀Rレ ジス タ=TTHZ



② 機 能

X6に セ ッ トされ た 番 地 よ り、 メ ンバ 名 を と り出 してFINDマ ク ロ命令 を 発信 し

し 、 当該 メ ン バ の 開 始 位 置(TTRZ)を 知 る。 正 常 終 了 の 場 合 は 、Rレ ジ ス タ

に メ ン バ の 開 始TTRZを セ ッ ト してreturn2へ 、異 常 終 了 の 場 合 は 、X2:

8、Aレ ジ ス タにread/writeのFECBの 内 容 あ る い はX2・9,Aレ ジ ス タにpo・

intの 完 了 情 報 をセ ッ トし てretum1へ 復 帰 す る。

③ プ ロ グ ラ ム

図20.3ドtNDプログラム 例

20、4B匡_DL

① 呼 び 出 し 形 式

LXI,1FCBaddressFCBの 番地 を指定 す る

LXI,6directoryreadaddress

SXJ,7BLDL

→returnlerrorx2;10
,Aレ ジ スタ:read/writeFEcBの 内容

→returrk2正 常



② 機 能

X6に セ ッ ト され た 番 地 に 、 指 定 され た デ ィ レ ク ト リ をBLDLマ ク ロ命 令 を 発

信 して 読 込 む 。 正 常 終 了 の 場 合 はreturn2へ 、 異 常 終 了 の 場 合 はX2=10,A

レ ジ ス タ にread/writeのFECBの 内 容 の セ ッ ト してreturn1に 復 帰 す る。

③ プ ロ グ ラ ム

図20.4BLDLプ ログラム例

20.5STOW

① 呼 び 出 し 形 式

LXI,lFCBaddressFcBの 番地 を指定 す る

LXI,6informationaddressstowす るinf・rmati・nの 番地

LZIstowtypestowのtypeをzレ ジ スタにセ ッ トす る

SXJ,7STOW

→returnlstow/read/writeerrerX2=12
,Aレ ジスタ=read/writeFECBの 内容

X2=13,Aレ ジスタ=stow完 了情 報
→return2正 常

② 機 能

Zレ ジ ス タ に セ ッ ト さ れ たtypeと 、X6に セ ッ トさ れ た 番 地 よ りinfomation

を と り 出 し て 、STOWマ ク ロ 命 令 を 発 信 し て 、 デ ィ レ ク ト リ の 変 更,追 加,

削 除 な ど を 行 な う。 正 常 終 了 の 場 合 はreturn2へ 、異 常 終 了 の 場 合 は 、X2=

12,Aレ ジ ス タ にread/writeのFECBの 内 容 あ る い は 、X2=13,Aレ ジ ス

タ にstowの 完 了 情 報 を セ ッ ト し てreturn1へ 復 帰 す る 。



③ プ ログ ラム

麟20.5$丁oWプRグ ラム例

20.6Gt)RTY

① 呼 び 出 し形 式

LXI,1FCBaddressFCBの 番地を指定する

LXI,6directoryrea(iaddressデ ィvク い1の 読込み領域の翻 愚を指定する

SXJ,7GDRTY

→returZZIgdr酬read/writeerr()rX2・:14,AVジ スター・e凝w・lt・ 罠aヨ の内亨妥

X2=正5,Aレ ジlsタ:一"gdrty完r情 報
→ret疑m2正 常

② 機 能

X6に セ ッ トさ れ た 番 地 に 、GDRTYマ ク ロ 命 令 に よ り 、1ブ ロ ッ ク(5個 の

デ ィ レ ク ト リエ ン ト リ)の デ ィ レ ク ト リ を読 み 込 む 。 正 常 終 了 の 場 合 はretu--

m2へ 、 異 常 終 了 の 場 奔 は 、X2=14,Aレ ジ ス タ にread/writeのFECBの

内 容 あ る い は 、X2=15,Aレ ジ ス タにgdrtyの 完 了 情 報 をセ ッ トし てretu--

rn1へ 復 帰 す る 。

③ プ 饗 グ ラ ム



図20.7GDRTYプ ログラム例

20.7CLOSEM

① 呼 び 出 し形 式

LXI,lFCBaddressFcBの 番地を指定する

SXJ,7CLOSEM

→returnlclosem/read/witteerrorX2=16,Aレ ジスタ=read/writeFECBの 内容

X2=17,Aレ ジス タ==closemの 完了情報

→return21E'1衿

② 機 能

X1に セ ッ ト され たFCBの 番 地 よ り、CLOSEMマ ク ロ 命 令 を 発信 し て メ ン

バ のcloseを 行 な う。 正 常 終 一rの 場 合 はreturn2へ 、異 常 終 了 の 場 合 はX2;

16、Aレ ジ ス タ にread/writeのFECBの 内容 あ る い は 、X2=17、Aレ ジ ス

タにcl・semの 完 了 情 報 をセ ッ トしてreturnlへ 復 帰 す る。

③ プ ロ グ ラ ム



図20.8CLO$EMプ ログラム例

2t順 編 成 フ ァイル 、分割型 順編 成 フ ァイルの使 用状 況 を知 るプログラム の 例

① プ ログラム



⑦FC霧 の3貯Y読 み込み位置の初期化

⑧開設 トラック,使 購 トラックの計算

⑨'rYTLElc7)pa容 をもP稽 のレコード バッファt:$$す

⑭TYTLE1の メッセージのブロッキングと書 出し

⑪ファイルの編成 をチェッ クし順編成ならクローズへ奪

分調型顧編ならデイレク柵 の印欄へ移る

⑫TYTLE2のL内 容 をP用 のレu一 ドバッファへの

転送 と印刷

⑬ デイレクい1のnc数 とFCBの9RTY読 み込み盤置

9)ク1)ア

⑭デイレクトリブロックの読込み

1デ ィィンクトりzaン トりをと垂)墨してくる。

⑮ディレクトリエン ドの場合はク欝一 ズへ、

董ブ讐ックエ ンドの場合は次のブロック読込み

㊧ディレクい1の 番号,名 蔚,槻 始撞議,終 了覆置,

タイプ,ア ップデイ トのレベルなどを編集する

1デ ィレク}¥をLP溺 の レコー ドバ ッファに藪…送

⑰ と鯛1

印綱後次のディレクト琴¢編集1こ移る

磐大誕憶ファイルのクローズ

1つ のファイルに対す るすべての編集が終了す ると

⑲4行 のラインフィー ド後次のファイルのopenに

行 く



すべてのファイルに対する処置が済むとブロック中

⑳の内容 を書き出す(MBON,1FCBCTL,1に ょり

り判断す る)

⑳LPフ ァイルの クロー ズ

⑫プログラムの終り

図21.1フ ァイルの大 きさを知 るプログラムの例

② ① の プロ グラム に よる印刷結 果

図21.2プ ログラムの結果


